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スリランカ・プロジェクトスリランカ・プロジェクトスリランカ・プロジェクトスリランカ・プロジェクト    

本年で完了ご報告本年で完了ご報告本年で完了ご報告本年で完了ご報告    

理事理事理事理事        大橋大橋大橋大橋    祐治祐治祐治祐治    

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

2003 年 6 月に開始したスリランカ・

プロジェクトは本年末をもって完了しま

す。ここでは完了という表現を使わして

いただきます。終結或いは人によっては

撤退という解釈もあるかもしれません。

いずれ NP がスリランカ・プロジェクト

の評価報告書をまとめるでしょうから、

どの表現が適切であるかはそれまで待ち

たいと思います。いずれにせよ皆さまに

は唐突な感をお与えしたことをお詫びい

たします。ニューズレターを細かに読ん

でいただいている方々には、時期はとも

かくも完了は予想されていたと思います

が、本年末完了を目途とすることは今年

1 月の NP 理事会で決定されました。こ

の決定は 7 月初め NP ウエブサイトの 4

月スリランカ月報の中で報告されました

が、その背景や詳細については掲載され

ていません。NPJ の理事会メンバーは、

阿木国際理事から国際理事会などの重要

な情報を非公式に入手し NP の最新の状

況把握に努めておりますが、10 月に入り

完了が目前の現実となりつつありますの

で、これらの情報をもとに終結に向けた

今後のステップをご報告し、NPJ として

支援に全力をあげてきたスリランカ・プ

ロジェクトの意義などを簡単ではありま

すが報告させていただきます。尚、来年

3 月末にプロジェクトの全体像をまとめ

た小冊子を発行する予定です。 

１．スリランカ・プロジェクト１．スリランカ・プロジェクト１．スリランカ・プロジェクト１．スリランカ・プロジェクト    

完了の背景（理由）完了の背景（理由）完了の背景（理由）完了の背景（理由）    

スリランカ・プロジェクト完了を決定

した背景は、一言でいえば、NP 本来の

活動のスペースが無くなったということ

です。現在 NP が行っている活動は、現

地のパートナーや諸団体に引き継いで実

施できるとの判断です。 

 

NP の使命は、「紛争地に非武装の国際

的市民平和活動家を派遣し、地域の非武

装平和活動家や一般市民が紛争の平和的

解決を追求するスペースを創ること」に

あります。スリランカでは、具体的には

元児童兵士、その家族、平和活動家など

の保護的同行保護的同行保護的同行保護的同行、集会やデモでのプレゼンプレゼンプレゼンプレゼン

ススススの提供、大統領選挙などの選挙監視選挙監視選挙監視選挙監視へ

の参加、人権問題などの国際世論への発国際世論への発国際世論への発国際世論への発

信信信信などの活動を行ってきました。 

２００９年５月、紛争の一方の当事者

LTTE が敗北することによってスリラン

カは形の上では紛争地ではなくなりまし

たが、国内難民の増加、難民キャンプで

の人権・人道的諸問題の深刻化、シンハ

ラ・ナショナリズムの高揚に起因する地

域の様々な紛争の発生、非常事態宣言の

長期化による国内外世論の統制など、草

の根レベルで活動する NP の存在価値は

ますます高まりました。 

しかし、NP の中核的活動である保護

的同行やプレゼンス、特に人権擁護活動

家に対する支援はスリランカ政府の反対

により活動を停止せざるをえなくなり、

２０１０年７月以降の NP の主たる活動

は２分野２分野２分野２分野に限定されることになりまし
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た。元児童兵の保護とコミュニティ・市

民団体への紛争予防・解決、人権問題な

どの教育訓練です。実施についてはスリ

ランカ政府あるいは地方政府とそれぞれ

覚書（MOA）を取り交わして行われてい

ます。 

 

NP は昨年末から今年初めにかけて現

地パートナー、政府関係部門、NP スリ

ランカのスタッフなど関係者すべてと意

見交換し、この２部門の活動は現地パー

トナー、コミュニテイ、市民団体や政府

関係部門（人権委員会）にノウハウを引

継いで、彼らが実施するのが適当との結

論に達しました。そして、２０１１年末

までに引継ぎを完了する計画を立て、そ

の計画に沿って現在実施中であります。 

 

２．完了２．完了２．完了２．完了を決断したを決断したを決断したを決断したきっかけきっかけきっかけきっかけ    

昨年７月、スリランカ政府は NP スリ

ランカの責任者と人権擁護活動家の支援

責任者に対しビザ取消、国外退去を命じ

ました。この NP スリランカ活動の最大

の危機に遭遇して、NP 本部は責任者を

スリランカに派遣し、政府関係者、関係

各国大使館、現地パートナー、NP スリ

ランカ・スタッフ全員と会合を重ね、情

報収集と NP のその後の対応（オプショ

ン）について協議し、いくつかの対案を

策定しました。 

 

まず、責任者のビザ取消と国外退去の

背景には、スリランカの人権問題調査に

関し国連や EU とスリランカ政府が激し

く対立している中で、NP スリランカが

国連や EU の調査に間接的に協力してい

ると見られていると推測されること、

2010年初め頃からスリランカ政府はNP

スリランカのこの分野での活動に注目し

ていたことなどが明らかとなりました。 

 

NP の活動の基本は、（紛争）地域に非

武装の国際的市民平和活動家を派遣する

ことにあり、ビザは活動のための必須条

件です。政府との話し合いがもたれまし

た。その中で、その後の NP のスリラン

カでの活動内容が定められることになり

ました。NP のスリランカ・プロジェク

ト完了の可能性についても、この時点で

いくつかの提案がなされました。その延

長線上での今回の完了計画です。 

 

スリランカの国際社会での政治的・戦

略的立場の変化も見逃すことはできない

でしょう。西欧的国際世論は影響力をな

くし、中国など他の諸外国との関係、影

響力が強められました。 

 

３．プロジェクトの評価３．プロジェクトの評価３．プロジェクトの評価３．プロジェクトの評価    

スリランカ・プロジェクトは NP の最

初のプロジェクトであり、“パイロッパイロッパイロッパイロッ

ト・プロジェクトト・プロジェクトト・プロジェクトト・プロジェクト”としての位置づけで

した。2002 年 11 月のインドでの設立総

会で、パレスチナ/イスラエル、グアテマ

ラ、スリランカの３カ国の候補から 2002

年 2 月に休戦協定が成立したばかりのス

リランカが選ばれたのです。 

当初、最終的に５０名の国際市民平和

活動家、現地スタッフを含めて１００名

規模を予定しておりましたが、資金の制
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約でその半分の規模で推移してきました。 

（NP 設立の一つの目的は、大規模な平

和維持活動の実践であり、スリランカの

規模は中規模の範疇に入ります。） 

 

何よりも NP スリランカが評価される

ことは、2008 年 1 月のスリランカ政府

による停戦合意の一方的破棄による内戦

再発、2009 年 5 月内戦終結までの激化

する戦闘により、ほとんどの国際 NGO

がスリランカから撤退する中で、NP は

スリランカにとどまり続けて草の根で求

められる活動を継続してきたことでしょ

う。現在でも NP がスリランカで活動を

継続してほしいとの強い要請が草の根で

あること、或いは昨年 7 月の責任者のビ

ザ取消自体がスリランカ全体への NP の

認知度の高さを物語っていると言えるか

もしれません。 

 

NP がスリランカに定着するのに３年

を要したと言えます。トリンコマリー、

バティカロールやジャフナなど拠点に配

置された NP スタッフは、物資やお金を

提供するのではない NP を地域の人々に

理解してもらうために大変苦労したよう

です。2004 年末のスマトラ沖大地震によ

る津波被害の復旧支援への協力と同年 4

月の総選挙、翌年 11 月の大統領選挙へ

の選挙監視活動に全面的に参加すること

で、NP は地域の中にネットワークを築

く足場をつくることができました（軍、

警察、コミュニテイ、現地パートナーな

どとの関係構築）。 

 

NP の幹部の全面的支援もハイレベル、

広範囲な関係作りに、或いは信頼を高め

るために有効でした。特に突然の現地責

任者退任直後に代行任務を果たしたティ

ム・ウォリス事務局長（2009 年 2 月～：

当時の責任者が事情により急きょ退任の

ため）、シュヴァイツァー・プロジェクト

総括責任者（2010 年 7 月～）の働きは

顕著なものがありました。この局面で、

NP スリランカがさまざまな分野で幅広

く深い関係構築をしてきたことが実証さ

れました。 

 

最盛期で年間 100万ドルの活動資金も、

NP 本部の支援を受けながら NP スリラ

ンカが各国大使館、国際諸機関の現地事

務所と折衝して調達されるまでになりま

した。国連難民高等弁務官事務所、ユニ

セフなどの国連関係、ドイツ、ベルギー、

オランダ、EU、カナダなどの政府関係

機関からの資金援助によって必要資金の

大半が賄われるようになりました。 

 

2006 年 8 月の段階で NP スリランカ

の体制は、ジャフナ、トリンコマリー、

ムトゥール、ヴァルチェナイ、バティカ

ロールの 5 都市の第一線の拠点に 6 大陸、

19 カ国、25 名（男 14、女 11）の国際市

民平和活動家とスリランカ現地スタッフ

合せて 50 名とコロンボに現地責任者ほ

かの支援事務所を置く陣容でした。残念

ながらこの時点から中断していた和平交

渉が実質打ち切られスリランカ政府と

LTTE との緊張関係が高まり、地域的な

軍事衝突が頻発するようになりました。
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NP スリランカがようやく地域に定着し

てこれから本格的な活動を始めようとし

た時期と重なりますが、不安定さを増す

地域やコミュニティの紛争予防・抑止に

有効的に機能する NP スリランカの体勢

構築が間に合ってよかったと言うことが

できると思います。 

 

NPJはNPスリランカに 2名の市民平

和活動家を派遣、 

大島みどり：2003年 9月～2005年 9月、 

徳留由美：2007年 11月～2008年 11月、

また、2 度の選挙（2004 年 4 月総選挙、

2005 年 11 月大統領選挙）に現地参加の

大島みどりと日本から小林善樹、小森洋

祐、大橋祐治の 3 名が国際選挙監視団の

メンバーとして参加しました。資金援助

については、2006 年から 2008 年にかけ

て田中基金から 14，3000，000 円、NPJ

カンパ資金として 2003 年、2004 年、

2010 年に合計 1,518,140 円、更に庭野平

和財団の助成金として 2 年間合計

1,200,000 円の支援を行いました。 

 

４．今後の予定４．今後の予定４．今後の予定４．今後の予定    

2011 年の初めから、年度内に NP スリ

ランカとしての活動を完了する目標に沿

って段階的に準備を進めています。年初

に現地パートナーを含めたアドバイザリ

ー委員会を設置し、状況に即した完了計

画を実施しています。9 月末までに元児

童兵の安全と更生のための「児童の権利

委員会」を設置し、この分野の活動の引

継ぎを行っています。また、コミュニテ

ィ・レベルでの非武装市民平和維持活動

のトレーニングを現地パートナー（複数）

に行っています。10 月以降、NP 現地ス

タッフの退職、事務所閉鎖などの諸手続 

きを行う予定です。 

2011 年末をもって NP スリランカは

閉鎖されますが、2012 年以降も 1，2 名

のスタッフを残すかどうかも今後の検討

課題です。 

 

5555．おわりに．おわりに．おわりに．おわりに    

非武装・非暴力で武力紛争に介入しよ

うという壮大な夢、途方もない願いを込

めて活動を開始した NP 非暴力平和隊の

9 年間のスリランカでの実績は、これが

夢物語ではないことを実証し、機能する

ものであり、人々に理解され支持される

活動であり、世界の各地で暴力がはびこ

り暴力が当然視される中で、これこそ私

たちの進むべき道であるとの希望と確信

を与えたものでした。 

ここでスリランカ・プロジェクトが“パパパパ

イロット・プロジェクトイロット・プロジェクトイロット・プロジェクトイロット・プロジェクト”としての位置

づけであったことを今一度確認し、ここ

で学んだこと、成功事例、失敗事例を虚

心坦懐に整理し、現在進行中のプロジェ

クトやこれから展開する新規プロジェク

トに十分生かしてほしいと思います。
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

ワークショップ・ミリタリーをどうするか―ワークショップ・ミリタリーをどうするか―ワークショップ・ミリタリーをどうするか―ワークショップ・ミリタリーをどうするか―    ガルトゥング博士とともに考えるガルトゥング博士とともに考えるガルトゥング博士とともに考えるガルトゥング博士とともに考える 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

9 月 16 日（金）14:00～17:00、立命館大学国際平和ミュージアムで、上記の講演会とワー

クショップが開かれました。今回は、立命館大学大学院国際関係研修科、R-GIRO 研究プロ

グラムが主催され、150 名を超える多数の参加者がありました。NPJ は、5月 8日（日）早

稲田奉仕園セミナーハウスで行った「ミリタリーをどうするか」のワークショップに続く

第 2 回目の試みとして位置づけました。詳細については、主催者側からの報告をもとに別

途ご紹介する機会があると思います。今回、参加者の感想を掲載いたしました。 

 

 

 

 

  講演会とワークショップ会場 

―グループ・ディスカッション― 

    

    

    

    

【ヨハン・ガルトゥング   

（Johan Galtung）】 

1930 年生まれ。ノルウェー出身の平和学

者。1960 年代から世界の平和研究・紛争研

究をリードしてきた。オスロ国際平和研究

所（PRIO）の設立、平和概念の再定義（直

接的暴力・構造的暴力・文化的暴力の克服

としての平和）、平和のためのネットワー

ク「トランセンド」の設立などが特筆すべ

き業績の一部である。10 年前、立命館大学

国際関係学部客員教授もつとめた。 



   

7 

 

ワークショップ・ミリタリーをどうワークショップ・ミリタリーをどうワークショップ・ミリタリーをどうワークショップ・ミリタリーをどう

するかするかするかするか―ガルトゥング博士とともに考ガルトゥング博士とともに考ガルトゥング博士とともに考ガルトゥング博士とともに考

える―に参加してえる―に参加してえる―に参加してえる―に参加して 理事 前田恵子 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 今回は、１ガルトゥング博士のレクチャ

ー（通訳を含めて１時間）２ 参加者全員

によるグループ・ディスカッション（30 分）

３ ガルトゥング博士への質疑応答（１時

間）の流れで進行された。会場となった立

命館大国際平和ミュージアム中野記念ホー

ルは満員！で参加者の平均年齢は多分２０

代になるだろうと思われた。１０～２０代

の学生が多く、高校生の団体での参加もあ

った。全員でのグループ・ディスカッショ

ンは成功するのだろうか？との思いがチラ

ッと脳裏をかすめたがそれは杞憂であった。 

ガルトゥング博士のレクチャーの中で印象

に残ったこと。４３年間の間に起こった６

つの変革として１.女性の地位向上２.若者

のエンパワーメント 3.東大・京大以外の大

卒者、または大卒以外の行動者の登場（＊

ガルトゥング氏の捉え方による）4.地方の

自治体が力をつけてきた 5.ＮＧＯ、ＮＰＯ

と言った組織の発展 6.企業の雇用形態の

変化を挙げた。またその社会的ファクター

として３つの要因、１アメリカ合衆国帝国

の崩壊 ２他の国々、特に中国の台頭。か

つて第三世界と言われてきた国々が日本帝

国義から学んだ開発・経済システムの体制

を構築しつつある（対して日本の凋落ぶり）

３国家システムのビジョンが不明確になっ

た。超国家を除いては国家体制が意味を持

たなくなってきたこと、などを挙げた。 

ワークショップという形の可能性につい

て感じたことは、事前にグループ分けをせ

ずとも２００名の参加者が７～８名のグル

ープを即時に作って発表者を決め討議を進

めていくという形がスムーズに行われたこ

とである。平和教育に不可欠なのは・率直

であること・相手の言葉に耳を傾けるこ

と・自分と意見の違う相手であっても発言

者には敬意を払うこと、と常々感じている

がごく自然な形でそれが行われていること

に感心した。予め用意されたグループでは

なくその場に応じて臨機応変に対応してい

くこと自体がワークショップの一部ではな

いかとあらためて思った次第である。 

レクチャーの後の質疑タイムでは各グル

ープから活発に多数の質問が出された。 

圧倒的な暴力の現場で非暴力的な介入は

難しいのではないか？という質問にガルト

ゥング博士はリビアにおいても３月の時点

で大量の非暴力介入があれば軍隊による戦

闘行為は避けられたとの見解を示した。 

またガルトゥング氏は軍隊の暴力性を下げ

ていくことに言及していたが自衛隊の変革

にはアメリカ合衆国が全力を持って阻止す

るだろうこと、日本がすべきことは過去の

帝国主義が行った犯罪を謝罪し中国や朝鮮

民主主義人民共和国（北朝鮮）と建設的関

係を築くことであると提言した。東アジア

間での問題の解決に日本が真剣に向き合っ

ていないのでは？の指摘には同感であるが

日本の主権者の一人として耳の痛い思いが

した。ガルトゥング氏を招いて直に話がで

きるという場であればこその参加者の多さ

で意見や質問も多様であり刺激的で有意義

だった。正解が必ずしもひとつではない、

という経験を若い時にもっと積んでおけば

よかったなと思ったひとときでもあった。 
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ミリタリーに平和はつくれるかミリタリーに平和はつくれるかミリタリーに平和はつくれるかミリタリーに平和はつくれるか    

〜ヨハン・ガルトゥング博士のワー〜ヨハン・ガルトゥング博士のワー〜ヨハン・ガルトゥング博士のワー〜ヨハン・ガルトゥング博士のワー

クショップを受けて〜クショップを受けて〜クショップを受けて〜クショップを受けて〜    

立命館大学 国際関係学部 

国際関係学科３回生 

（君島ゼミ：平和学) 

岡田二朗 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 今回の、立命館大学で行われたガルト

ゥング博士のワークショップでは日本が

１つの文化のように持っているといわれ

る「矛盾の許容」の可能な感覚が基盤に

なっていましたが、その上に立って、テ

ーマにもなっている「ミリタリーをどう

するか」ということを日本の持つ平和憲

法ともいわれる日本国憲法そしてその九

条と自衛隊という大きな軍事力の両立し

ている現実と併せて考え、そこからさら

に自衛隊という一つのミリタリーの暴力

性をいかに減らしていき、平和的なもの

に転換できるかということを考えました。 

 

 最初に僕の印象に残ったのは、ガルト

ゥング博士による日本国憲法第九条の読

み方でした。彼は、日本がアメリカに戦

争をしかけてこないように憲法は作られ

たように見えると言いながら、また憲法

そのものを平和憲法ではなく反戦の憲法

だと考え、これでは消極的平和しか達成

できないのでそれでは足りないと指摘さ

れました。つまりこれが消極的平和と積

極的平和の両面を見据えたガルトゥング

博士の考え方なのかと感じ、僕は非常に

新鮮に感じられました。そしてこの憲法

九条と現在膨れ上がっていっている自衛

隊の軍事力という矛盾を彼は指摘された

と思います。 

 

 そして、不足しているという積極的平

和へのアプローチの方法についての言及

も非常に興味深かったです。いわゆる開

発支援や人道支援の事業を行うにしても、

ガルトゥング博士が繰り返し強調してい

た言葉があります。それは「互恵的」と

いう言葉です。これはつまり、たとえ開

発支援や人道支援を行うにしても、それ

らは一方向的なものではあってはならな

いということで、見返りを求めるぐらい

の関係が必要であるとのことでした。僕

にとってこれは初めて聞いた考えでした。

それらの支援というのは僕の中では、先

進国側が現地に何か施すものでありそこ

には見返りなどという概念さえも浮かば

ないものだったのですが、このガルトゥ

ング博士の考えを聞いてさらに再考した

ところ非常に納得のいくものでした。と

いうのは、(あくまで僕の中で噛み砕いた

ものですが) その考えの中では「北→南」

のような一方向的な支援がそのまま南北

の社会的な階層化のようなものになり、

それを一つの構造的暴力と考えられるか

らではないかと思ったからです。地球一

つ分の規模で考えると見える暴力性かも

しれないと思いました。つまり、この「北

→南」のような一方向的な支援を良いも

のと無意識のうちに信じている自分は、

この社会の漂わせるある種の文化的暴力

の中に浸かってしまっているのかもしれ
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ないとも思いました。ただ、それと同時

に、互恵的な支援というのはどこまで本

当に可能なのだろうかと思ったことも事

実です。 

 

 このような互恵的な支援による積極的

平和の話もそうでしたが、ガルトゥング

博士のおっしゃることは問題そのものの

後ろにある広いコンテクストを見据えた

うえでのその根底や本質を見た考えの必

要性を説いておられるように感じました。

例えば、あるお話の中で「和解」のワー

クの必要性のことをおっしゃっていたと

きのこと。北朝鮮の例をあげられました。

その中で、例えば東日本の震災の時に日

本は北朝鮮からの支援などは期待しただ

ろうかと指摘され、これは内なる部分で

我々日本人は北朝鮮と和解したいと本当

には思えていないからなのかと思いまし

た。また、拉致問題の話を例にとり本当

は後ろに存在する背景の部分の方が大き

な問題であるということを示唆されるこ

ともありました。たぶんそれは日本人の

意識の問題を言っているのではないかと

僕は思いました。今の日本人の思う北朝

鮮イメージというのは「核をいつ打って

くるかわからない危ない国家」「金一家が

トップに君臨し続ける軍事国家で、国民

は困窮している」「日本から人々を拉致し

ていった意味のわからない国家」といっ

たところでしょう。他にあっても「すご

い口調のアナウンサーが喋るテレビ」や

「なんか昭和みたいな美女軍団」。他はあ

ってもあまりポジティブなものではない

だろうと思います。つまり、一般日本人

の目からすれば北朝鮮は「明らかに自分

たちより遅れた、でも危険なことばかり

していてもうどうしようもない国家」の

ようなものであり、そんなところはもう

どうしようもないし、わざわざ仲良くな

りたくもない、そしてそんな意味のわか

らない国家に日本人を拉致されて腹立た

しい限りだから、とにかく拉致被害者を

返してもらい、あとは今の北朝鮮の体制

がひっくり返ればいい、という風にでも

見えるのだろうかと思いました。つまり

その視点以外から見えるものや、その現

状への「なぜ」を考えるうえで必要なコ

ンテクストが一切存在していないという

ことでしょうか。だからこそガルトゥン

グ博士は拉致問題をあまり大きな問題で

はないと言ったのだろうかと思いました。

そう考えた時に、もしかしてこれは我々

の内なる部分に存在する消極的平和、な

いしは暴力的な意識の存在を示唆された

のではというところまで考えました。 

 

 そしてこのワークショップの中でも特

に重要だと感じたのが、ガルトゥング博

士のおっしゃっていた「内からの変革が

必要」ということでした。本物の社会変

革を起こすには、それは必ずその社会の

人々の内から起こるものでないとならな

い。それを黒人の公民権運動やインドの

植民地解放の例から話されました。確か

に、僕もその社会での変革を起こしたい

というときの内からの力、影響力は絶対

に必要だと思いました。それを踏まえた
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うえでの介入(という言葉を使うべきな

のかはわかりませんが)を考えた時に、ガ

ルトゥング博士が言及された非暴力の平

和隊の必要性と僕自身が以前読んだ非暴

力平和隊について君島先生が書かれた

「非武装の PKO」(2008) に書かれていた

内容が非常に密接に関わっていると感じ

ました。その社会にいる平和活動家が活

動しやすいようにすることを活動の一つ

とする非暴力平和隊は、たしかに内から

の変化を助ける役割を果たしていると感

じましたし、非暴力的介入を通した平和

的な手段によるものとも言えると思いま

した。そしてさらに、非暴力平和隊自体

の活動に呼応するように現地活動家によ

る「内から」の変革の力というものが存

在することにより、一方向的になりがち

な外的な介入による支援やそこから生ま

れる地球規模で見据えた時の構造的な暴

力をも抑えることができ、真の意味での

平和的な手段となり得ると考えました。

つまり非常に的確な平和のための仕事の

一つとなっていると思いました。また同

時に、その仕事の現場を直接自分の目で

見てみたいとも非常に強く感じました。 

 

 そして、議論が自衛隊の今後に関連し

てくるところにもなるのですが、博士は

本当に軍備を撤廃したいのならば、内か

らの変革をもたらすものとなる大掛かり

な市民運動が確実に必要となると話され

ました。そしてさらに、それをするには

個々人が絶対に自分たちの活動をしっか

り理解すべきであるとおっしゃり、まさ

にその通りであると感じました。このポ

イントについては、特にワークショップ

内にもたれた参加者どうしのグループデ

ィスカッションの中でも議論を深めるこ

とができました。これはディスカッショ

ンを含むワークショップ全般を通して僕

が考えたことにもなるのですが、まず、

市民の大掛かりな運動というのをすると

き、自分たちの活動の目的、つまり平和

転換の対象となる自衛隊をよく知らずし

て運動はできないと思います。なぜなら、

あまり知識を持たずに運動すると、その

範囲(軍事)の知識を少しでも持った人が

何か発言したときなどに、その運動を行

っている一般市民の大集団が大きく揺ら

れて扇動されてしまったり、運動の士気

も威力も格段に落ちるのではないかと思

うからです。 

例えば自衛隊が以前アメリカ軍の後方支

援といって海外派遣された例があります

が、あれは後方支援という名の立派な軍

事活動の一環だと僕は思います。ですが、

それに気づいたのも今年になってからで、

それまでは考えもしませんでした。この

程度の知識で活動を進めていたら、他に

も山のような重要なことを見過ごしてい

るように感じられ、大丈夫だろうかと思

ってしまいます。でもそれを知るといっ

ても、どれほど知るべきなのか。また今

の日本社会はある種の「軍事アレルギー」

のようなものも時に感じられ、もしそう

いうことについての知識を持とうと提案

しても圧倒的多数の人が「なんだそれは」

と怪訝な顔を見せるのではと思いました。
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ですので、ガルトゥング博士のおっしゃ

る「内からの変革」、さらにそれを起こす

「大掛かりな市民運動」をこの日本で、

日本の持つミリタリーの自衛隊を対象に

起こそうとしたら、どれほどのものが必

要になるのだろうかと深く考えました。 

 ただ、ワークショップで博士が最後に

おっしゃった「大切なのは、多くの軍人

たちはかなりの強い勇気を持った人々で

あり、そこを尊重するべきである」とい

う言葉がとても印象的でした。ミリタリ

ーについて議論していると、徐々に軍隊

への目がネガティブになっていきかけて

いたのですが、この一言でまた考えを直

すことができました。軍人たちをここで

ただの「悪者」と考えて遠ざけるのでは

なく、彼らをも巻き込めるだけの行動を

とらないと本物の変革は望めないだろう

ということ、さらにその形が理想的なも

のにならないのではないかと思いました。 

  

以上が、このワークショップを通して僕

が考えることのできたことです。ワーク

ショップに参加したのは初めてで、最初

は少し難しいなあと思って聞いていたの

ですが、徐々にそれを噛み砕くことによ

って、自分の中でなにかが大きくかき混

ぜられていく感覚がありました。特に今

回は、自衛隊という普段はあまり意識で

きないけれども自分たちに最も身近な

「ミリタリー」についてガルトゥング博

士のお話や、途中の君島先生の解説、ま

た平和ミュージアムの会場いっぱいに集

まってこられた参加者のみなさんとのデ

ィスカッションを通して考えることがで

き、本当に有意義な機会に出会えたなあ

と思います。 

 

次回のワークショップも是非とも参加さ

せていただきたいと思います。 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

WSWSWSWS の感想の感想の感想の感想                    大橋祐治    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

ワークショップ（WS）なるものに参

加するのは今回が 2 度目であった。最初

は、5 月 8 日、東京の早稲田奉仕園セミ

ナーハウスで行われた第 1 回の“ミリタ

リーをどうするか”であった。前回は、

グループ討議の中に積極的に参加するま

でには至らなかったが、今回は 10 名ほ

どの若者中心のグループの討議の中に入

っていくことができた。たまたま、グル

ープの中に高校の先生がいて、誰か進行

役になる人はいますか、と声をかけ誰も

手を挙げなかったので、その先生が進行

役を務められた。若い人たちの平和に対

する関心や意識が強いことにやや驚くと

ともに大いに励まされたグループ討議で

あった。 

十数組のグループを代表しての発表

者は若者たちが大半であったが、いずれ

もなるほどと思う質問やコメントであっ

た。ガルトゥング博士が、まず個々の質

問者の名前をあげてそれぞれの質問に答

えていたのが印象に残った。ワークショ

ップが創造的な場創造的な場創造的な場創造的な場であることを実感さ

せられた貴重な体験であった。   ♎ 

    



 

12 

 

未来に継ぐもの未来に継ぐもの未来に継ぐもの未来に継ぐもの    

理事理事理事理事        大島みどり大島みどり大島みどり大島みどり    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 9月16日理事会の後に立命館大学で行

われたガルトゥング博士のワークショッ

プには、非常にたくさんの学生が集まり、

活発なグループ討議が交わされた。こん

なにも多くの大学生が、しかも夏休み期

間に集合したこと自体に、単純なわたし

は感心・感動し、いまや本当に曲がり角、

いや崖っぷちに立たされている日本の将

来にも明るい希望はあるのではないかと

思える一日を過ごした。ワークショップ

の内容や感想については、他の寄稿者の

方々にお任せし、わたしは NPJ の多くの

方々も危惧されているはずの「日本と世

界のこれから」について、もしかしたら

皆さんの参考にもなるかもしれないと思

える映画をいくつかご紹介させていただ

きたいと思う。（地デジ化をこれ幸いにテ

レビに別れを告げたおかげで、今夏はい

つもより多くの映画に足を運ぶことがで

きた。アナログ人間のわたしは家では

DVD などが見られず、時間と体力が許せ

ば映画館に出向いている。） 

 昨今は原発関連のアーカイブ作品がた

くさん上映されているので、おそらく多

くの方々が、積極的に鑑賞されているこ

とと思う。原発ではなく広島と長崎に落

とされた原爆の悲惨さについて語ったの

が、2 度の被ばくを体験した山口さんと

いう方の晩年の活動をとらえた「二重被

爆」という映画だった。90 歳にして公の

場で初めて自身の「二重被爆」について

語り始めた主人公の亡くなるまで 3 年間

の語り部としての行脚（国連でもスピー

チをした）の記録は、彼がどれほど切実

な思いで反核を訴えていたかを物語る。

彼がもし今生きていたら、今回の原発事

故と原発を持つ日本の将来について何を

語るだろうか。 

 「花はどこへ行った」に続きベトナム

戦争時の枯葉剤と現代の化学物質問題に

ついて静かに語った「沈黙の春を生きて」

を見終わった後は、短期間のみアンコー

ル上映されていた「レイチェル・カーソ

ンの感性の森」に自ずと足が向いた。60

年代に DDT を初めとする化学薬品・物質

にすでに警告を発していたカーソンは、

インタビューの中で原発も化学物質同様、

人間の技術や知を持ってしても取り扱え

ないもの・危険なものと語る。原発の被

害に晒される子どもたち、原発の陰にお

びえるお母さんたちの姿は、戦禍や暴力

に怯える人々の姿と変わらない。そこに

あるのは利権や利益、保身や既得権とは

比較にもならない『いのち』の姿、物語

である。わたしたちは未来に何を残した

いのか、継いでいきたいのか。頭が求め

る『便利さ・快適さ』なのか、おなかの

底から湧きあがりほとばしる『いのちの

営み』なのか。考えるのではなく感じる

ことができれば自明の理ではないだろう

か。 

 映画や本という芸術的表現でも、会合

や勉強会に参加して人々の声を聴き、自

分の意見を表明することでもいい。多く

の人々と未来をしっかり見据えながら、
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つながり、歩んでいきたい。「見たいと思

う世界の変化にあなた自身がなりなさい」

とガンジーが言ったように。 

東日本大災害罹災地支援報告東日本大災害罹災地支援報告東日本大災害罹災地支援報告東日本大災害罹災地支援報告    

          理事  大畑豊 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

この頃は書籍ベストセラーのリストから

は原発関係の本はなくなりましたが、本

屋さんの原発コーナーは相変わらず健在

で、最近は放射能からどう身を守るか、

という放射能の存在が前提の書籍が増え

ました。そういう時代になってしまいま

した。 

さて、5 月理事会での決定を受けて、「放

射能測定プロジェクト（福島老朽原発を

考える会・フクロウの会、以下「測定」）」

と「母乳調査・母子支援ネットワーク」

（以下「母子」）に各 15 万円を支援金と

して送付しました。 

３・１１原発震災による被災地あるいは

全国での放射能汚染の広がりと深刻さが

多くの市民団体の地道で細かな活動によ

って明らかになってきています。その先

駆的な取り組みとなった両団体の活動を

含む関連団体の活動報告会が10月1日に

高木仁三郎市民科学基金主催でありまし

たので、簡単に報告させていただきます。 

「測定」は市民自身が放射線測定器を用

いて子どもの生活環境での汚染実態を明

らかにするとともに、被ばく量を最小化

するための提言と実践をしてきました。

その結果、福島市内での学校や江東区、

三郷市などでのホットスポットの発見、

それを受けての福島市内での入学式延期

を求める活動などしてきました。また、

尿検査により子どもの内部被ばくを突き

止め、県民健康管理調査の見直しを求め

る活動も実施しています。これらに加え、

今後は政府による「除染」キャンペーン

に惑わされないよう、その効果の検証や

監視を継続していく予定です。 

「母子」はチェルノブイリでの経験から

母乳汚染の実態究明が必要と考え、活動

を開始。4 月には 23 件中 7 件から放射性

物質を検出、これまでに 380 の検体から

30 件の検出がありました。「母子」の 4

月、6 月の記者発表の後を追うように厚

労省でも調査したが、調査件数は少なく

不十分なものでした。当初は被災地から

の依頼を優先してきたが、試験的に東

京・神奈川からの依頼も検査したところ、

予想外に検出され、内部被ばくが広範囲

に広がっている実態が明らかになりまし

た。また 9 月からは乳児の紙おむつの尿

で検査できるところが見つかり、乳児に

ついても検査ができるようになりました

が、その分検査には費用がかかることに

なります（母乳は 1 件 15,750 円ですが、

この尿検査は 31,500 円）。また検査のほ

かにアップルペクチン投与による被ばく

軽減効果の調査を始めました。 

両団体とも依頼される測定・検査件数に

対応するにはまだまだ資金が不足してい

ると訴えていました。 

なお、報告会の前後に両者に会い挨拶し

ましたら 5 月の活動立ち上がり時期での

支援について感謝の意を述べられており

ましたので、ご報告しておきます。 
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反核＝反原発か？反核＝反原発か？反核＝反原発か？反核＝反原発か？    
         理事 安藤 博 
 

 東日本大震災以降強まっている脱原発

の流れにあえて逆らうような、言わずも

がなに類することを記します。原子力エ

ネルギーを使うことを、兵器であれ発電

であれ、ともに、同じように悪であると

することについてです。言わんとするの

は、原発容認の立場をとるひとたちも、

平和憲法を護り核兵器に反対する”仲間”

に抱えておくようにしたい、ということ

です。  

 

 核アレルギー 

 

  「原発事故で多くの住民が住む場所

を追われていることは、人間の安全保障

に対する重大な侵害であり、人間による

人間に対する暴力である」－このことに

ついては先ず異論はないでしょう。しか

し、この暴力に＜非暴力平和隊・日本＞

（NPJ）が組織としてどう対処するかにつ

いては、NPJ メンバーの間にも意見の違

いがあります。「被災者/地を助けること

は NPJ の活動目的にかなったことである」

と理事会メンバーの多くが判断して、【放

射能測定プロジェクト】と【母乳調査・

母子支援ネットワーク】の 2 件に対しそ

れぞれ 15 万円の支援が行われています。

しかし、「NPJ の活動は、海外の紛争地で

活動する NP を資金等で支援することで

あるべきだ」とする異論もあります。ど

ちらも、もっともだと思えます。 

 

 わたくしにとって「もっともだ」と思

えないのは、反原爆と反原発を直結させ

る、いはば原発絶対悪論です。それが護

憲･非暴力平和の活動のなかでごく当た

り前のようになっていることに違和感が

あるのです。 

 反核＝反原発論の典型は、作家、村上

春樹がカタルーニャ国際賞の授賞式

（2011/6/9 日、バルセロナ）で行ったス

ピーチの中の次の言葉でしょう。「我々日

本人は核に対する『ノー』を叫び続ける

べきだった。・・・我々は原爆体験によっ

て植え付けられた、核に対するアレルギ

ーを、妥協することなく持ち続けるべき

だった。」 

  

 村上春樹に限らず、＜9 条の会＞など

護憲団体メンバーのほとんどは反原発で

す。各地の＜9 条の会＞などが、この夏

から秋にかけて「憲法 9 条と原発」とい

った集会を開いています。そうした集ま

りの中で、わたくしは恐らくただ一人「間

違ったことが言われているわけではない

けれど、なにか違うな」と感じています。

こうしたいはば”原発絶対悪論”からす

れば、「９条を護り核兵器廃絶を求めるけ

れども、原子力発電は無資源国日本にと

って不可欠だ」といった考えは認められ

ないであろうということに対してです。

もちろん、護憲の人びとから原発容認者

をあからさまに排斥するような声が上が

ったりするわけではありませんが。 

 

 わたくし個人について言えば、護憲/

反核の立場と原発に対する姿勢との間に

相克はありません。 

 実は福島原発事故を機に、以下のよう

に”転向声明”をいたしました。かつて

は、「輸入原油への依存を低下させない限

り、世界の新興人口大国、特に中国との

原油確保を巡る軋轢によって日本の安全

保障上のリスクが拡大する」ことを主た

る理由に、原発に一定程度（例えば発電

エネルギーの 30％程度）頼らざるを得な

いという、原発容認の立場でいました。

しかし、福島原発事故で日本の政府と電

力会社など日本経済の基幹部分が、原発

に不可欠な超高度の安全に全くといって

よいほど無策であることが露呈したのを

見て、考えを変えました。特にその根源

が、日本の官僚政治と電力会社間の、天

下りや賄賂の別名である政治献金を含む

腐敗した関係であることをつぶさに知っ

たからです。 

   

 恥ずかしながら 

 

 福島原発事故発生以前の不明を恥じ

「恥ずかしながら」と前置きして、この
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夏、ある地域の＜９条の会＞会報で「地

震・火山列島である日本の地理的条件と、

高度の安全管理を期待することができな

い腐敗した官僚政治のもとでは、脱原発

に踏み切る以外にはない」と記しました。 

 転向とは、官憲の拷問などによって苦

渋のうちに態度を変えることですが、わ

たくしのはいわば時流に乗った”宗旨替

え”です。とても大きな声で言えること

ではありません。 

  

 日本の原発は結局どうなっていくか。 

 安全性の保証にいい加減な態度を続け

る政府への不信感が地元自治体・住民に

強まっていることから、目下停止してい

る原発 34 基の全面再開はあり得ないで

しょう。とはいえ、すぐに全廃に向かう

こともないでしょう。持たないはずの軍

隊を「自衛隊」と称して持っている灰色

の憲法状況のように、原発の灰色状態が

「フクシマ」後も続いていくでしょう。  

 この”灰色状態”に似て、わたくしの

「脱原発」も、体を張って原発反対運動

をしてきた筋金入りひとたちのように筋

の通ったものではありません。「往生際が

悪い」とも言われるでしょうが、反核と

反・脱原発とを直結させることに対する

違和感も、そうしたことに根があるでし

ょう。 

 

原発容認派も自衛隊員も 

 

 確かに国連常任理事 5 カ国は、そろっ

て核兵器を持ち、そろって原発を推進し

ています。しかし原爆はなるべくたくさ

ん人を殺すことを目的とし、原発はなる

べく大きな電力をつくることを目的とす

る－両者は少なくともその目的に大きな

違いがあります（#1）。わたくしは、原理

的には原発も自動車と同じように「使う

者、使い方次第」の相対的なものである

と考えます。だから、反核・9 条護憲の

立場でありながら原発を必要･可能と判

断するひとがいるとすれば、それを責め

る気にはなれません。フランスや韓国の

ひとびとに、「原発をすぐやめろ」と説く

気もありません。  

  

 フランスはもちろん、近隣の中国、韓

国、あるいはインドが、つまり人類が、

ひとたび手にした原子の火を手放すこと

はないでしょう。原発に代わるべき太陽

光発電などの再生可能エネルギーには限

界があり、少なくとも 20 年程度では原発

代替はおぼつかないこと、その間に予想

される電力料金の値上げで、増税、円高

ともあいまって日本の製造業の海外脱出

が進み、雇用不安が強まることを思うと、

転向には迷いも伴ないます。 

 それでも、少なくとも日本は、脱原発

で退路を絶った上、暮らし方の革命に至

る省エネと自然エネルギー利用を進めね

ばならないと思います。 

 

 そうした前提でなお、兵器としての核

とエネルギー源としての核は別ものであ

るとの判断に少なからずこだわります。

原発容認派も自衛隊員も、9 条を大事に

し日本の核武装反対を貫くことが望まし

いと思うわたくしは、ひとによっては原

発と護憲/反核とを両立させることがあ

っていいと思うからです。換言すると、

「原発は悪」とする勢いが余って、原発

容認派を護憲/反核の外に追いやるよう

なことは望ましくない、9 条はできるだ

け懐を広げて活かさねばならないと思う

のです（＃２）。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＃１ 原子爆弾と原子力発電との目的の

違いを言うことについて、国際政治学の

リアリストは異を唱える。後者が平和を

目的とするというなら、前者も平和のた

めだという。もっとも極端なリアリスト

は、世界中の国が全て核を持てば、世界

はより平和になるとする。逆に、かつて

米国の核戦略を構想し指揮していたキッ

シンジャー（元国務長官）、ペリー（元国

防長官）らが、2009 年から新聞の全面広

告で核廃絶を世界に向けてアピールして

いるのに対して、リアリストは「核兵器

のなくなった世界など、考えただけで恐

ろしい。いつでも簡単に戦争が始まって

しまうだろう」と反論するのである。 
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＃２ 原発容認と護憲/反核との両立は、

「戦争放棄」の憲法と自衛隊という軍隊

の並存という矛盾が事実上定着している

日本の現況とは、全く別のことである。 

 

NPJNPJNPJNPJ        理事会理事会理事会理事会報告報告報告報告        

2011/9/162011/9/162011/9/162011/9/16 
 ・・・・・・・・・・・・・・・ 

■２０１１／９／１６ 11:00-13:00 

立命館大学末川記念会館２階第２会議室 

・・・・・・・・・・・・・・・・・  

１．１．１．１．NPJNPJNPJNPJ 財務状況財務状況財務状況財務状況：：：：    
8 月会計報告参照 

２．会員の現況２．会員の現況２．会員の現況２．会員の現況： 

特に変動なし。 

（会費納入会員 120 名（内正会員 50

名）、インターン 10 名、団体会員 6

団体） 

３．３．３．３．NARPINARPINARPINARPI に関する活動報告（奥本）に関する活動報告（奥本）に関する活動報告（奥本）に関する活動報告（奥本）：：：：    
（NARPI：東北アジア地域平和構築インス

ティテュート） 

昨年 8 月、広島で、NARPI パイロット・

プロジェクトと位置付けられたワークシ

ョップが開催された。引き続き、今年 8

月 16～28 日、韓国において、NARPI の平

和実践トレーニングが実施された。前半

はソウルで、後半はインジェ（非武装地

帯近郊）でのトレーニングであった。合

間には、ナヌムの家と、非武装地帯にお

けるフィールドワークを行った。 

参加者は、日本、韓国、台湾、中国、

モンゴル、フィリピン、インド、ロシア、

米国、カナダ、北朝鮮出身者など多岐に

わたり、年齢層は 40～50 歳台まで含み、

東アジアのネットワーク作りにも有意義

なイベントであった。NARPI は、GPPAC

北東アジアの平和教育部門としての位置

づけとして、提案され承認された。 

NPJ は、Nonpartisanship の関係で、

支援はしているものの、正式には名前は

出していない。 

今年のトレーニングは、財政的に何と

かなったが、広島で予定されている来年

は財政的課題がある。 

 

４．４．４．４．NPJNPJNPJNPJ のののの NPNPNPNP 本本本本部部部部との連絡窓口担当との連絡窓口担当との連絡窓口担当との連絡窓口担当    

 NP 本部で、メンバー団体との関係強化

を目的とした担当者Caroline Hayを採用、

各メンバー団体に連絡窓口担当を決める

よう要請あり。主担当を大橋理事、副担

当を立命館大学国際関係学部３回生、君

島ゼミ所属の岡田二朗君を決めた。これ

を機会に NP との接触を密にして必要な

情報を up-to-date に入手し NPJ の NP へ

の支援強化につなげていきたい。 

 

５．５．５．５．スリランカ・プロジェクト活動スリランカ・プロジェクト活動スリランカ・プロジェクト活動スリランカ・プロジェクト活動

報告書の作成報告書の作成報告書の作成報告書の作成についてについてについてについて：：：：    
スリランカ・プロジェクトは 2011

年末活動を終了する予定である。NPJ

の活動の中心として支援してきたの

で、NPJ としてのプロジェクトの概要

と評価などを記録にとどめ、冊子化す

ることは 5 月 8 日の理事会で承認され

た（鳥山氏が中心で大畑、大島、大橋

など協力）。作業の中間報告（内容と

分担、今後の予定、冊子化）がなされ

た。12 月の理事会に最終案を提出予定。

君島共同代表の挨拶文を加えて来年 3

月に冊子を発行予定。 

①必要経費として約 80,000 円の支出

を承認。 

②評価は重要であるので 12 月理事会

で協議、決定する。（NP の評価が出て

いない段階で、NPJ として評価する点

に問題があるとする意見もあるが、NP

の評価はいつごろ出されるか分から

ない。） 

③冊子化については簡便な方法も含

めて別途提案する。 

 

６．６．６．６．東日本大災害罹災地支援の追加東日本大災害罹災地支援の追加東日本大災害罹災地支援の追加東日本大災害罹災地支援の追加

支出の支出の支出の支出の件件件件：：：：    
（「総額 1,000,000 円を適当なタイミン

グで義捐金として支出する」との理事会

決定に即して、2 件 30 万円がすでに支出

されている。残金 70 万円をどうするか）： 

 

① 5 月 8 日理事会決定に従い、当面次

の 

2 団体に各 150,000 円の支援が決定さ

れ実行された。被害の終息は長期にわ

たるので当初の盛り上がりが覚めた
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段階がより有効であるとの判断と NPJ

メンバーの関係する団体を優先する

との基準に従った。 

【放射能測定プロジェクト】【放射能測定プロジェクト】【放射能測定プロジェクト】【放射能測定プロジェクト】    

（放射線検出器を福島周辺の現地に配布

し、各地のきめ細かな汚染状況、土、水、

野菜などのサンプルを採取・検査し、測

定結果を汚染地図としてウエブ上で発

信：大畑理事が責任者と会って事情を聴

取している） 

【母乳調査・母子支援ネットワーク】【母乳調査・母子支援ネットワーク】【母乳調査・母子支援ネットワーク】【母乳調査・母子支援ネットワーク】    

（市民のネットワークで母乳の放射能汚

染の実態を検査しデータを作成：発起人

の一人は NPJ 会員の宇野朗子さん[ハイ

ロアクション福島原発 40 年のメンバー

でもある]）の 2 プロジェクトに各

150,000 円を支援することとした。 

② 上記 2団体は活発に活動しているし、 

活動の情報公開も適切である。大畑理

事が前回の支援の検証を行い、これから

の必要性をしっかりと確認するとの条件

で、上記 2 団体を含めて、追加支援を行

う。その額を、たとえば第 1 次と同額の

30 万円とし、支援対象などの具体的案を、

大畑理事に大橋、安藤両理事を加えた三

者でまとめて理事会に提案する。  

 

７．７．７．７．NPJNPJNPJNPJ がががが NPONPONPONPO 法人格を取得すること法人格を取得すること法人格を取得すること法人格を取得すること

の当否の当否の当否の当否とととと NPJNPJNPJNPJ の活動の目的の活動の目的の活動の目的の活動の目的に関するに関するに関するに関する

議論議論議論議論    
① 通常国会でＮＰＯ関連法案と税制 

改正が成立し、「100 人から 3000 円以上

の寄付があれば、減税適用」になったの

で、NPJ は法人格取得すべきとの提案が

あった。検討の結果、NPJ の体勢の現状

はそこまでには至っていない、従って時

期尚早であるとの意見が大勢であった。 

② NPJ の設立目的（NPJ 規約第３条、 

第 4 条）に基づき、現在、フィールドワ

ーカーを送り出せないでいる NPJ にとっ

ては NP への貢献としては「資金を集め・

送金すること」が最も大事な活動である、

との意見について討議した。様々な意見

があり、また、NPJ の本質に関わること

なので NPJ 会員で十分議論を重ねる必要

があり、例えば、ミリタリーをどうする

か、の第３回ワークショップなどの機会

に異なる意見を持つ人達が議論を十分尽

くすべきとの結論であった。 

８．８．８．８．「特別ワークショップ・ミリタ「特別ワークショップ・ミリタ「特別ワークショップ・ミリタ「特別ワークショップ・ミリタ

リーをどうするかリーをどうするかリーをどうするかリーをどうするか────────ガルトゥンガルトゥンガルトゥンガルトゥン

グ博士ともに考える」グ博士ともに考える」グ博士ともに考える」グ博士ともに考える」    
（14:00-17:00 立命館大学国際平和ミ

ュージアム中野記念ホール）の位置づけ： 

 

① 理事会後に開催予定の上記講 

演会とワークショップを５月８日

の第一回 WS の「ミリタリーをどう

するか』に引き続く第二回目の位置

づけとすることとした。 

② 第３回 WS「ミリタリーをどうす 

るか」は,東日本大災害復興支援で

復興支援に存在感を示した自衛隊

の非軍隊化のロードマップを作成

してはどうかとの意見があった。時

期としては、来年３月の NPJ 総会時

が考えられる。目の前の暴力への対

処と長期視点からの対処、NPJ 内で

の異なる意見の議論交換、相互理解

を深める目的もある。 

 

９．次回理事会：９．次回理事会：９．次回理事会：９．次回理事会：    
日時：１２月４日（日）午後 

場所：東京または福島 

以上 

追加： 

理事会の後、奥本理事から以下の補

足説明があった。 

ＮＡＲＰＩのトレーニングの最中

に、ＮＰＣ（非暴力平和隊・韓国）朴

さんといろいろ話をすることができ

ました。ＮＰＣはトレーニングに現在

集中的に取り組んでおり、今年中（か

来年前半）には、トレーニングセンタ

ーを開設する予定とか。ＮＰＪとの交

流をお忘れなく、とは、申しておきま

したが、非常にお忙しそうでした。 

トレーニングを介して、ＮＰＪとＮ

ＰＣが交流することはやはりまだま

だ追求できると思います。そんな話を

しました。 
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以下の 39（名・団体）の方々より合計 

213,900 円の夏季カンパを頂きました。 

ありがとうございます。  

            

江川江川江川江川    嘉美嘉美嘉美嘉美、、、、社会福音部社会福音部社会福音部社会福音部    （森島久恵）（森島久恵）（森島久恵）（森島久恵）    

丹波丹波丹波丹波    孝孝孝孝、、、、玉置玉置玉置玉置    啓子啓子啓子啓子、、、、飯田飯田飯田飯田    和美和美和美和美    

丹波丹波丹波丹波    孝孝孝孝、、、、本吉本吉本吉本吉    美佐子美佐子美佐子美佐子、、、、野島野島野島野島    大輔大輔大輔大輔    

清末清末清末清末    愛砂愛砂愛砂愛砂、、、、安藤安藤安藤安藤    博博博博、、、、西冨西冨西冨西冨    房江房江房江房江    

日置日置日置日置    祥隆祥隆祥隆祥隆、、、、柳柳柳柳    康雄康雄康雄康雄、、、、君島君島君島君島    東彦東彦東彦東彦    

柳沼柳沼柳沼柳沼    清正清正清正清正、、、、粟田粟田粟田粟田    房穂房穂房穂房穂、、、、渡辺渡辺渡辺渡辺    俶子俶子俶子俶子    

本東本東本東本東    宏宏宏宏、、、、鞍田鞍田鞍田鞍田    東東東東、、、、大橋大橋大橋大橋    祐治祐治祐治祐治    

安藤安藤安藤安藤    博博博博、、、、大畑大畑大畑大畑    豊豊豊豊、、、、高柳高柳高柳高柳    博一博一博一博一    

飯田飯田飯田飯田    和美和美和美和美、、、、杉本杉本杉本杉本    昌純昌純昌純昌純、、、、野島野島野島野島    大輔大輔大輔大輔    

蛇石蛇石蛇石蛇石    郁子郁子郁子郁子、、、、俵俵俵俵    恭子恭子恭子恭子、、、、遠藤遠藤遠藤遠藤    夏緒夏緒夏緒夏緒    

岡﨑岡﨑岡﨑岡﨑    善郎善郎善郎善郎、、、、中村中村中村中村    健健健健、、、、上西上西上西上西    創造創造創造創造    

堀川堀川堀川堀川    淳子淳子淳子淳子、、、、秋山秋山秋山秋山    正敦正敦正敦正敦、、、、木村木村木村木村    護郎護郎護郎護郎    

市川カトリック教会市川カトリック教会市川カトリック教会市川カトリック教会    （森島久恵・松下（森島久恵・松下（森島久恵・松下（森島久恵・松下

孝子・東真素美）孝子・東真素美）孝子・東真素美）孝子・東真素美）、、、、川辺川辺川辺川辺    希和子希和子希和子希和子    

岡本岡本岡本岡本    珠代珠代珠代珠代、、、、八木八木八木八木    俊充俊充俊充俊充    

（順不同、敬称略）    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

 

共同代表 君島東彦 阿木幸男 

NPNPNPNP 本部とメンバー団体との関係本部とメンバー団体との関係本部とメンバー団体との関係本部とメンバー団体との関係

活性化にむけて活性化にむけて活性化にむけて活性化にむけて                大橋祐治    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

7 月初旬、ブラッセルの NP 本部のキャ

ロライン・ヘイという人から阿木幸男国

際理事宛てに一通のメールが届きました。

NP（この場合、国際理事会と事務局）と

メンバー団体との情報交換を緊密にして、

NP トータルとしての活性化（revitalize）

をはかるために、自分が NP の窓口になっ

たこと、NPJ も窓口になるコンタクト・

パーソンを決めてほしいということでし

た。理事会報告の通り、大橋が主担当に、

副担当を立命館大学国際関係学部 3 回生

の岡田二朗君に引き受けてもらいました。

（岡田君は、ミリタリーをどうするかの

ワークショップについての感想文を寄稿） 

岡田君は、2010 年後半から 2011 年 6

月までアイルランド国立ダブリンシティ

大学交換留学生として立命館大学から派

遣され主に国際関係学を現地の学生に混

じって勉強したそうです。 

 メールアドレス、電話番号の他にスカ

イプのアドレスも連絡しました。私はス

カイプは使ったことがないので、早速ソ

フトをダウンロードしましたが、マイク

付きイヤホンはまだ購入していません。 

 阿木国際理事によりますと、隔月に開

かれるスカイプによる国際理事会は、グ

リニッジ標準時間が中心で、日本は夜の

10 時以降となるそうです。そのようなコ

ミュニケーションの場ができるとよいの

ですが、まずはメールによって情報把握

に努めます。 
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非暴力平和隊・日本非暴力平和隊・日本非暴力平和隊・日本非暴力平和隊・日本    8888 月会計報告月会計報告月会計報告月会計報告                                        2011201120112011 年年年年 10101010 月月月月 2222 日日日日    

    項目項目項目項目    2011201120112011 年度予算年度予算年度予算年度予算    8888 月実績累計月実績累計月実績累計月実績累計    

1111    参加費参加費参加費参加費    45,00045,00045,00045,000    20,00020,00020,00020,000    

2222    会費会費会費会費    700,000700,000700,000700,000    355,000355,000355,000355,000    

3333    カンパカンパカンパカンパ    500,000500,000500,000500,000    217,700217,700217,700217,700    

4444    雑収入雑収入雑収入雑収入    5,0005,0005,0005,000    39,82339,82339,82339,823    

5555    経常収入計経常収入計経常収入計経常収入計    1,250,0001,250,0001,250,0001,250,000    632,523632,523632,523632,523    

6666    発送配達費発送配達費発送配達費発送配達費    100,000100,000100,000100,000    39,61039,61039,61039,610    

7777    給料手当給料手当給料手当給料手当    360,000360,000360,000360,000    150,000150,000150,000150,000    

8888    事務所賃貸料事務所賃貸料事務所賃貸料事務所賃貸料    240,000240,000240,000240,000    140,000140,000140,000140,000    

9999    振込料振込料振込料振込料    17,00017,00017,00017,000    6,5706,5706,5706,570    

10101010    事務費事務費事務費事務費    60,00060,00060,00060,000    26,49126,49126,49126,491    

11111111    旅費交通費旅費交通費旅費交通費旅費交通費    90,00090,00090,00090,000    31,04031,04031,04031,040    

11112222    通信費通信費通信費通信費    29,00029,00029,00029,000    11,70011,70011,70011,700    

11113333    雑費雑費雑費雑費    8,0008,0008,0008,000    1,2601,2601,2601,260    

11114444    広報費広報費広報費広報費    110,000110,000110,000110,000    47,25047,25047,25047,250    

11115555    活動支援費活動支援費活動支援費活動支援費    

467,014467,014467,014467,014    

    

15151515    会場費会場費会場費会場費    25,25025,25025,25025,250    

16161616    講師費用講師費用講師費用講師費用    5,0005,0005,0005,000    

17171717    予備費予備費予備費予備費    100,000100,000100,000100,000        

18181818    東日本大震災支援東日本大震災支援東日本大震災支援東日本大震災支援    500,000500,000500,000500,000    300,000300,000300,000300,000    

19191919    経常支出計経常支出計経常支出計経常支出計    2,081,0142,081,0142,081,0142,081,014    784,171784,171784,171784,171    

22220000    当期経常収支過不足当期経常収支過不足当期経常収支過不足当期経常収支過不足    （（（（831,014831,014831,014831,014））））    （（（（151,648151,648151,648151,648））））    

22221111    前期繰越剰余前期繰越剰余前期繰越剰余前期繰越剰余    1,085,9461,085,9461,085,9461,085,946    1,085,9461,085,9461,085,9461,085,946    

22222222    今期経常繰越剰余金今期経常繰越剰余金今期経常繰越剰余金今期経常繰越剰余金    254,932254,932254,932254,932    934,298934,298934,298934,298    

23232323    特別収支残高特別収支残高特別収支残高特別収支残高    3333,,,,444477,31077,31077,31077,310    3333,,,,444477,31077,31077,31077,310    

24242424    未払金未払金未払金未払金        43,26043,26043,26043,260    

25252525    残高合計（残高合計（残高合計（残高合計（29+3029+3029+3029+30））））    3,251,1743,251,1743,251,1743,251,174    4,454,8684,454,8684,454,8684,454,868    

注記：東日本大震災注記：東日本大震災注記：東日本大震災注記：東日本大震災支援支援支援支援：：：：1,000,0001,000,0001,000,0001,000,000 円（円（円（円（経常会計経常会計経常会計経常会計 500,000500,000500,000500,000 円、特別会計円、特別会計円、特別会計円、特別会計 500,000500,000500,000500,000 円、円、円、円、））））    

300,000300,000300,000300,000 円円円円 5555 月支出済み、月支出済み、月支出済み、月支出済み、300,000300,000300,000300,000 円円円円 10101010 月支出予定月支出予定月支出予定月支出予定    
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＜書籍のご案内＞ 

『反戦のともしび『反戦のともしび『反戦のともしび『反戦のともしび――――第二次世界大戦に抵抗したアメリカの若者たち』第二次世界大戦に抵抗したアメリカの若者たち』第二次世界大戦に抵抗したアメリカの若者たち』第二次世界大戦に抵抗したアメリカの若者たち』    
（ラリー・ガラ/レイ・ガラ編著、師井勇一監訳 明石書店刊、2,800 円＋税）
熊本市の非暴力平和隊・日本会員、俵恭子さん（九州ルーテル学院講師）が翻訳に加わ

った訳書が、この夏刊行されました。第二次大戦下の米国で、戦争に反対し投獄覚悟で

兵役拒否を貫いた若者たちがいたことを、日系人ジョージ・ヤマダさん（故人）ら十人

の体験者の証言で綴った貴重な記録。 

ジョージさんの両親は熊本県出身で、1904 年ごろ渡米。大学在学中の 1940 年に「すべ

ての戦争に反対して「良心的兵役拒否」を宣言。兵役拒否者に奉仕活動をさせる収容所

でも、黒人差別への抗議運動に関わったりして、何度も投獄されています。 

俵さんは 2004 年に渡米した際、反戦手記をまとめたこの書を入手。熊本 YWCA 会員など

11 人で翻訳チームを組織し、2 年ががかりで出版にこぎつけました。非暴力平和活動に

勇気を与える「良心の書」とされています（『熊本日日新聞』2010/7/20 付け記事などを

もとに、安藤博記）。    

 非暴力平和隊の理念と活動に賛同・支援してくださる個人および団体を会員として募集 

 しています。入会のお申し込みは、郵便振替郵便振替郵便振替郵便振替、銀行振込銀行振込銀行振込銀行振込、非暴力平和隊･日本ウェブ非暴力平和隊･日本ウェブ非暴力平和隊･日本ウェブ非暴力平和隊･日本ウェブ    

    ササササイトの「入会申し込みフォーム」イトの「入会申し込みフォーム」イトの「入会申し込みフォーム」イトの「入会申し込みフォーム」をご利用下さいますようお願いいたします。 

❂正会員（議決権あり）正会員（議決権あり）正会員（議決権あり）正会員（議決権あり）         ❂賛助会員（議決権なし）賛助会員（議決権なし）賛助会員（議決権なし）賛助会員（議決権なし）    

・ 一般個人：１万円            ・ 一般個人：５千円（１口） 

・ 学生個人：３千円            ・ 学生個人：２千円（１口） 

* 団体は正会員にはなれません。   ・  団体 ：１万円（１口） 

■ 郵便振替郵便振替郵便振替郵便振替：00110‐‐‐‐0‐‐‐‐462182 加入者名：NPJNPJNPJNPJ 

  ＊通信欄に会員の種類を(賛助会員の場合は口数も)ご明記ください。 

   銀行振込銀行振込銀行振込銀行振込：三井住友銀行三井住友銀行三井住友銀行三井住友銀行    白山支店白山支店白山支店白山支店 普通普通普通普通    6622651662265166226516622651 口座名義：NPJNPJNPJNPJ 代表代表代表代表    大畑豊大畑豊大畑豊大畑豊            

        ＊銀行振込をご利用の場合は、お手数ですが電話･ファックス･メールのいずれかを 

通じて入会希望の旨、NPJ 事務局までご連絡くださいますようお願いいたします。 

 ウェブサイトからのお申し込みウェブサイトからのお申し込みウェブサイトからのお申し込みウェブサイトからのお申し込み：http://np-japan.org/4_todo/todo.htm#member 

編集後記：本誌を発行するにあたり NP のウエブサイトを閲覧したところ、NP の 2011 年度の収支の計

画が出ていましたのでご紹介します。NP の事業規模は約 7 百万ドルで、収入は欧州・カナダの政府機

関からの助成金が 52％（ベルギーが 30％で、EU、オーストラリア、ノルウエー、カナダ等）、国連 9％、

基金、宗教団体が 11％で個人の寄付は 25％でした。相対的に個人が減少し政府関係や国連が増加して

います。支出はプロジェクト関係 70％で、フィリピン 35％、スリランカ、南コーカサス 13％、スー

ダン 9％となっています。昨年から NP 全体の活動に関する情報不足で皆さまにお伝えすることができ

なくて申し訳ありませんが、NP の事業規模が拡大していることだけは間違いないようです。NP とのコ

ンタクト・ポイントとなりましたので、これから情報収集に努めます。         大橋 

 


